
日能研経由、私学へ。――そして未来へ。 保護者会同時開催！
今回のテストについて、そのねらいや
今後の学びなど、詳しくお話しします!

または
お近くの日能研へ！

テストの
詳細・お申し込みは

【科目】２科目（国語・算数）
【会場】お近くの日能研各校
【時間】1回目　 9：00集合
 ２回目  13：00集合 学校行事などでご

都合がつかない場
合はどうぞお気軽に
ご相談ください。

以下のＱＲコードからも！

※一部、教室によって実施要項が異なります。
　詳しくはホームページでご確認ください。21 4

広告特集企画・制作
朝日新聞社メディアビジネス局

〈私〉が育つ場所――私学ってどんなところ?
私学（私立中高一貫校）は、文字通りある人（人たち）が確固たる 想い”をもってつくった学校です。――時には私財を投げうってでも。

そんな私学を選び、その 想い”に触れながら過ごす６年間は、子どもにとってどのような時間となるのか。

朝日新聞「わかるわかる運動」が、日能研に聞いてみました。

それぞれの  旗”のもとに集い、仲間とともに未来に羽ばたき、〈私〉を育てていく場所。”

私学には、人間教育や、世界、未来につながる創設者たちの“想い”――「建学の精神」

があります。その“想い”に共鳴し、私学に進学する。中高の６年間、私学にあるそれ

ぞれの「自由」「個性」「時間」の中で、たくさんの〈私〉どうしが出会いながら、一人

ひとりが自分を育てていく。今回は、私学に進学し、それぞれの道を歩んでいる日能研

卒業生にインタビューをしました。入学したばかりの中学生、私学生活真っ只中の

高校生、そして私学を卒業した大学生の、実際の声をご紹介します。

多様を認め合い、学び合う仲間の存在。ともに見つめる世界、未来。いつでも帰れる

場所がある。――人も環境も、さまざまな関わりを通して自分自身を見つめ、〈私〉を育

てていくことができる。それが、私学での学び。だから、その中に、自由が生まれる。

そんな18歳までの「宝のような時間」は、強くしなやかに、豊かに生きる〈私〉自身の

礎となります。日能研はこれからも、私学に学び進む子どもたちとともに歩み続けます。

私がもっていないものをもつ、尊敬できる人たちに出会うことができた時間と場所でした。

一生の友達だと思える人がいる。私の財産です。人生の転機や何かに思い悩んだときに、

フラッと礼拝にいくなど、いつでも学校に帰れる。そこに、自分の６年間を大切に見守ってい

てくれた先生たちがいる。

のびのびと自由にふるまうことが許され、認められる環境で学んだことで、今、自分自身での

選択を、臆することなくできていると思います。たとえそれがマイノリティだったとしてもいい

選択だと思えるのは、支えてくれる仲間がいるから。人の目を気にしなくなったし、強くなったかな。

私学での、幅広く豊かな教育で培った能力を活かして仕事をし、社会に貢献したいです。海外

の人々と協力して、日本や世界をもっとよく、幸せにしていくことは、決して机上の空論では

ないと思っています。

自由な環境の中で、
これから大きく羽ばたこうとしているんだね。

私学に入学して、何を感じてる？

私学での6年間を過ごして、今、感じていることは？

授業が楽しい！ 言葉のない絵本を教材にしてキャラクターの気持ちを考える授業では、先生に「どん

どん想像を広げて、突拍子もない意見も大歓迎！」といわれました。当たり前の答えよりも、その方

がみんなの学びになるからって。いろいろな人の意見が聞けて、それぞれのよさが見つけられる。

私学ってどんなところ？

学びも生活も、「こうしなさい」「こうやりなさい」といわれることはなくて、「自分で考えてね」

という感じ。何をするにも自由だから、ランチは基本的に好きな場所で食べられるし、学校で

アイスを売っていることにビックリ！ 売っているアイスは半分にできるものが多いから、友達と

いっしょに分け合って食べてねってことなのかな。

私学での学びを携えて、
未来へ羽ばたこうとしているんだね。

高校生になると、その学校の  文化遺伝子”を感じながら、
自分を育てているのかな。

”

今は「自由」をまだあまりわかっていないから、まだ抑えめなんですけれど、先輩方と話を

していると、「あっ、なんかすごい」と思って。すごくおもしろそうというか……。先輩の立場

になってくると、もっと自由になるのかな？

この学校の多種多様な人間関係の中で自己形成をしているんだと思う。性格や趣味が合わ

なくても、それはそれとしてお互いに認め合っているし。勉強面では、テストの○×よりも、
どれだけおもしろいことが書けるか、みたいな時もあるよ。

部活、運動会、文化祭など、力を入れていることが個々に違っていて、それを自然と周囲も受け

入れている。自由が与えられているから、失敗を恐れる必要もない。一方で、身をもって“自由

の扱い方”を学べていると思う。先生も僕たちが“気づく”ことを待ってくれるしね。

「自分で考えて行動する」ことが求められているかな。これは僕の学校の建学の精神から

くるものだけど、公立と私学、また私学同士でも考え方に違いはあるはず。この6年間は、

その違いや建学の精神に思いをはせる大切な時間になると思う。
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